
令和４年度関西広域連合都市農村交流現地検討会（開催レポート） 

                           

１ 目 的 

  各地域の特色ある都市農村交流活動や取組事例について、関係者が一堂に集い、現地視

察をはじめ意見交換を行うことにより、域内各地域のさらなる都市農村交流活動の活性化

を推進します。今回は、滋賀県蒲生郡日野町において、1 泊 2 日の行程で開催しました。 

 

２ 開催日時 

  令和４年１１月１７日（木）～１１月１８日（金） 

３ 開催場所及び内容 

◆1 日目（11 月 17 日） 

（１）現地検討会議（場所：日野町役場）  

  【事例発表】：講師：日野町 産業建設主監 福本修一氏 

    

テーマ：「都市農村交流における地域活性化」 

☞ 三方よし！近江日野田舎体験の取り組みについて、（一社）近江日野交流 

ネットワークの活動や地域ぐるみの取組の講演 

☞「近江日野田舎体験（農村生活体験）の受入時の対策等について」 

（２）現地視察   

①日野まちかど感応館  

    【歴史文化施設：旧正野玄三薬店】 ☞ 町の観光情報発信基地 

      

②滋賀農業公園ブルーメの丘  

    【農業公園】  ☞ 酪農をテーマとした体験型農業公園 

    【滋賀県報告】 ☞「滋賀県の都市農村交流事業について」 

（３）宿泊兼農村生活体験  

   【各家庭に分宿、近江日野田舎体験】 ☞ 普段着の農村生活を体験 

 

◆2 日目（11 月 18 日） 

（１）現地検討会（場所：日野町役場）                        

  【事例発表：農家民宿の取組について＆意見交換会】 

    ☞ 受入家庭 2 名から”私”の農村生活体験について発表 

    ☞「体験で学んだこと」「今後の抱負」などについて意見交換 
 

（２）現地視察 

〇近江日野商人ふるさと館  

【町有形文化財：旧山中正吉邸】 ☞ 館内見学、伝統料理の食体験                      

４ 主 催 関西広域連合（農林水産部） 

５ 参 集 都市農村交流活動実践者、地域おこし協力隊、自治体関係者等  

総参加者 54名：Web含む（現地参加者 29名） 

 



 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

【事例発表】日野町都市農村交流の取り組み（概要） 

      一般社団法人 近江日野ネットワーク 理事 

      日野町 産業建設主監 福本修一氏 

 

１ 日野町の紹介 

  滋賀県の南東部に位置し、総面積約１１７㌔㎡。人口 2 万 1 千人、10 年前から 1,700

人減少している。江戸時代、全国各地で活躍した日野商人の文化が息づく町。お椀、

漢方薬に伝統野菜の「日野菜」も大きく貢献。 

   

２ 三方よし！近江日野体験とは 

  ◇一般社団法人 近江日野交流ネットワーク 

   ・平成 16 年 3 月設立（前身の推進協議会） 

   ・平成 27 年 5 月一般社団法人化   

   ・設立目的：人と自然、農林商工業、生活文化等の地域資源をテーマにし、地域

の活性化に寄与すること。組織構成：個人 156 人、各種団体 18 団体 

  ◇三方よし！近江日野体験とは 

   ・地域の活性化のために、営農意欲を取り戻し、地域内の様々な交流、関わりを

大切に、地域の自信と誇り豊かさを回復、未来を担う子供につなぐ地域づくり。 

３ 取り組み内容 

  ◇家業おまかせプラン 

   ・受入家庭の趣味や特技を活かし、農業・工作体験など各家庭において様々な体

験を構築。体験を通じ、受入家庭のみならず、近所の方などと交流を促進。 

  ◇効果 

   ・実受入年数 11 年、受入累計 3 万人、25 か国以上のインバウンド。 

   ・町のバックアップで信頼と安心の取組に。地域経済への波及効果は 1.8 倍。 

   ・地域も、受入家庭も、生徒のみなさんも元気に！ ⇒ 「三方よし！」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例発表 【日野町役場】 日野まちかど感応館 

滋賀農業公園ﾌﾞﾙｰﾒの丘 意見交換会【日野町役場】 

近江日野商人ふるさと館 

農村生活体験【夕食づくり】 農村生活体験【竹細工】 

伝統料理【鯛そうめん】 


